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石垣市トライアスロン協会の呼びかけのもと、県内外から 30名以上の精鋭アスリートが集結し、開催さ

れました。 

梅雨明けを思わせる快晴に恵まれ、気温は 30℃を越え、久しぶりに過酷な暑いレースを楽しめました。 

選手の皆様、その 2 倍以上の人数でお手伝いくださったボランティアの皆様、お疲れさまでした。そし

て、楽しい企画をありがとうございました。 

 

試走会を振り返ります。 

 

大会当日、石垣市トライアスロン協会会長宅で受付の

のち、自走で、約 30km 離れた、北部の明石（あかい

し）小学校前の明石海岸まで移動。 

 

スイム会場の海は、珊瑚と熱帯魚が歓迎してくれる美

しい海で、大会当日はべた凪で楽に泳げましたが、こ

んなのはまれで、もっと波が高いそうで、ラッキーでした。 

 

バイクトランジッションは、明石小学校の芝生のグラウンド。 

こじんまりした、全校生徒十数名の小学校ですが、自

転車マナー競技大会で連続日本一だそうです。大会側

はビーチサンダルを用意してくださっていましたが、

素足に芝生が心地良かったです。 

 

バイクコースは、空港から市内への道路は交通量が多

く、レースには使えない様で、空港手前から、右に山

のほうに入り、アップダウンが多い、私好みのコース

で大変気に入りました。美しい海岸線とは別の新たな

魅力を発見しました。 

 

ランコースは、競技説明会でおなじみの運動公園外周を 5周回でした。 



我が家は、2週間後、IMケアンズに参戦するため、軽く調整の予定でしたが、あのスタートの「プー」の

音を聞くなり、大人げないことになりました。 

昌子は、いきなりプロ顔負けのドルフィンジャンプで飛び出し、スイムぶっちぎり。私も負けたらアカ

ン、とバイクでぶっちぎり。ランの途中まで、先頭をキープしておりましたが、いかんせん、苦手なラン

で、ヤングにかわされ 2番目にゴールしました。 

 

ゴール後、石垣市トライ

アスロン協会会長宅で

懇親会（ゆんたく）をし

てくださり、来年の石垣

大会について、選手、ボ

ランティア、皆様で熱く

語り合いました。 

 

私も意見を述べさせて

いただきました。 

石垣島外周の海岸沿いを自転車で１周するたびに、『これがバイクコースならいいな〜』と思っていまし

た。この景色は、どこの島にも無いオンリーワンの絶景だと思うからです。また、主催に JTUも IMも加

えないでください、とお願いしました。エントリーフィーが高くなってしまうからです。 

石垣島は、島の魅力だけで選手を呼べます。それらの

ブランドより、島の自然が勝っていると思うからで

す。 

時期は、今回と同じ梅雨が終わりかけの５月末か６月

始め、飛行機代金も安く、快晴に恵まれる可能性が高

いからです。 

レースは過酷な方が楽しい…、オレはやっぱり M か

な。。。 

 

しかし、11月開催も捨てがたいですね。伊是名と Naha

マラソンの間くらいがベスト。本州では、雪がチラつ

くこともあり寒くなった 11月に最終戦。 

まだトライアスロンをやってるのか、という声が聞こ

えてきそうです。しかも、自然美最高の石垣島、日本

最南端のトライアスロン大会で終わるなんて、なんと

贅沢なシーズンでしょう・・・。 


